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車名・型式 レヴォーグレイバック

全長(mm) 4,770

全幅(mm) 1,820

全高(mm) 1,570

車両重量（kg） 1,600

車両定員（名） 5

最小回転半径（m） 5.4

総排気量（L） 1.8

最高出力
（kW/rpm） 130

最大トルク
（Nm/rpm） 300

SUBARU レヴォーグ レイバック
先進安全・スポーティ・ワゴン価値の3つの価値に加え，SUVの価値である自在性と，上質さ
を兼ね備えた，日本市場向けに新たに開発したモデルです．
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